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                研究目的
 開心術に際 し, 自己心膜による閉鎖は再手術時の剥離を容易にし心臓損傷を防ぐ。 しか し, 多
 くの症例で自己心膜のみでの閉鎖は不可能で, 代用心膜として異種心膜 expanded-polyte七ra-
 fluoroethylene (E-PTFE) シートなどが用いられてきた。 しか し, 上述の代用心膜使用後の癒
 着, 線維化は高度で再手術に際し, 癒着剥離に長時間を要する。 また, 心臓損傷などの問題点を
 有する。 本研究の目的は心膜の代用物として組織吸収性素材である架橋ゼラチンシー ト, 乳酸一
 カプロラクトン共重合体シー トを用 い, 術後遠隔期の癒着の程度と心膜再生の有無を E-PTFE
 シー ト, 自己心膜で閉鎖 した群と比較することである。
                研究方法
 雑種成犬 (N=60) を心膜欠損部の閉鎖法により以下の4群に分類した;自己心膜で閉鎖した
 群 (A 群, n=15), 架橋ゼラチンシート使用群 (B 群, n=15), 乳酸一カプロラクトン共重合体
 シート使用群 (C 群, n=15), E-PTFE シート使用群 (D 群, n=15)。 それぞれ術後2週 (n=1),
 4週 (n=3), 12週 (n=5), 24週 (n=6) 時に屠殺し, 肉眼的に癒着の程度を評価した後, 組
 織を採取 し組織学的に評価 した。
                研究結果
 心臓と胸膜との癒着は術後 12 週以降B群がD群に比して有意に軽度であった。 B, C群の吸
 収性素材は術後 24 週以降吸収され線維性膜様組織と置換された。
                結論
 吸収性素材を用いた心膜再建において架橋ゼラチ ンシー トは E-PTFE シー トに比 して癒着が
 軽度で, また術後 24 週以降に吸収され異物と して残存 しないことより炎症反応も軽度で代用心
 膜と して E-PTFE シー トより有用 と考え られた。
             研究の意義・独創的な点
 代用心膜と してこれまで吸収性の素材を用いた実験の報告は少なく, この実験によりその有用
 性が示されれば従来の非吸収性異物を用いた心膜再建法にかわって吸収性素材を使った心膜再建
 法が有用となる。 心臓外科領域において癒着の少ない代用心膜の開発は再手術の危険性を低下さ




 生体吸収性素材である架橋ゼラチンシー ト群, 乳酸一カプロラクトン共重合体 シー ト群の術後遠
 隔期の癒着の程度と心膜再生の有無とを expanded-polytetra-fluoroethylene (E-PTFE) シート
 群, 及び自己心膜群と比較することによって実験を遂行 している。
 肉眼的な癒着の程度は癒着スコアーを用いて, それぞれ心膜側, 胸膜側で評価している。 炎症
 反応の程度は組織学的に炎症細胞の浸潤の程度により炎症反応スコアーで評価 し, 線維化につい
 ても組織学的に線維の程度を線維化スコアーで評価 している。 さらに再生された心膜組織に対し
 て免疫組織染色を用いた検討を行っている。 評価法も科学的で, 各群の数値の有意差で結果を捉
 えるに留まらず, 実験における細部の事象をよく観察 し, その一つ一つを科学的に考察している
 論文である。 論文の構成もしっかりと整っており, 学位に値する。 開心術の増加に伴って再手術
 症例が今後我が国でも増加することが予想され, その際の癒着の防止は術中の心臓損傷や手術時
 間の遅延を防ぐ意味でも重要な問題である。 本実験は開心術後の癒着防止に吸収性素材, 特に架
 橋ゼラチンシー トが有用 であることを示唆 した論文であり初回手術時に使用する代用心膜の素材
 の種類を考える上で重要な知見となると考える。
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